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こ の た び は 、 当 製 品 を お 買 上 げ い た だ き 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま

す 。  

 

本 書 は 、 当 製 品 を 安 全 に 取 り 扱 う た め に 必 要 な 事 項 を 説 明 し て い ま

す 。  

 

ご 使 用 の 前 に 、 必 ず 本 書 を 読 み 、 操 作 方 法 等 を 十 分 に 理 解 さ れ た 上

で 、 ご 使 用 く だ さ い 。  

 

本 書 に 従 わ な か っ た 場 合 、 事 故 に 結 び つ く こ と が あ り ま す 。  

 

ま た 、 お 読 み に な ら れ た 後 は 、 大 切 に 保 管 し て く だ さ い 。  

 

 

作 業 者 の 方 は 、 当 製 品 の 操 作 ま た は 保 守 を 行 う 前 に 本 書 を よ く  

読 ん で く だ さ い 。  

 

● 本 書 の 説 明 が 完 全 に 自 分 の も の と な る ま で は 当 製 品 を ご 使 用  

に な ら な い で く だ さ い 。  

● 常 に 本 書 を 手 元 に 保 管 し 、 繰 り 返 し 読 ん で く だ さ い 。  

● 安 全 に ご 使 用 頂 く た め に 、 点 検 は 必 ず 行 っ て く だ さ い 。  

● 本 書 を 紛 失 ま た は 損 傷 し た 場 合 は 、 速 や か に 弊 社 に 連 絡 し て  

く だ さ い 。  

● 譲 渡 あ る い は 移 設 さ れ る と き は 、 次 の 使 用 者 に 、 本 書 を 必 ず  

添 付 し て く だ さ い 。  

● ご 不 明 な 点 は 、 弊 社 担 当 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

警告
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ま え が き  安 全 に ご 使 用 い た だ く た め に  

 

ほ と ん ど の 事 故 は 、 基 本 的 な 安 全 規 則 を 守 ら な い 操 作 や 、 点 検 ・ 整

備 不 良 が 原 因 で 発 生 し て い ま す 。  

当 製 品 の 操 作 ・ 点 検 ・ 整 備 の 前 に 、 必 ず 本 書 及 び 当 製 品 に 書 い て あ

る 全 て の 注 意 を よ く 読 み 、 十 分 に 理 解 し て く だ さ い 。  

 

本 書 及 び 当 製 品 の 警 告 ラ ベ ル は 、 よ り よ く 理 解 し て い た だ く た め 、

次 の よ う に 使 い 分 け て い ま す 。  

ま た 、 警 告 ラ ベ ル が は が れ そ う に な っ た と き は 、 速 や か に 弊 社 担 当

に 連 絡 し 、 新 し い も の と 取 り 替 え て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

注意

 

警告

 

危険

こ の 語 は 、 危 険 が 回 避 さ れ な い 場 合 、

そ の 結 果 と し て 死 亡 ま た は 重 傷 を 負 う

こ と に 至 る 切 迫 し た 危 険 状 況 あ る い は

箇 所 を 示 し ま す 。  

こ の 語 は 、 危 険 が 回 避 さ れ な い 場 合 、

そ の 結 果 と し て 死 亡 ま た は 重 傷 を 負 う

可 能 性 が あ る 危 険 状 況 あ る い は 箇 所 を

示 し ま す 。  

こ の 語 は 、 軽 傷 ま た は 中 程 度 の 傷 害 を

負 う 可 能 性 が あ る 危 険 状 況 あ る い は 箇

所 を 示 し ま す 。 も し く は 、 物 的 損 害 の

発 生 の み が 予 想 さ れ る よ う な 危 険 状 況

を 示 し ま す 。  
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第 １ 章   概 要  

 

 

本 品 は 、 放 射 線 治 療 用 の シ ェ ル （ エ ス フ ォ ー ム ） を 固 定 す る た め の

プ レ ー ト で す 。  

本 プ レ ー ト と シ ェ ル を 使 用 す る こ と に よ り 、 患 者 の 照 射 部 位 が 固 定

さ れ 、 患 者 が 動 く こ と に よ る 放 射 線 照 射 野 の ズ レ が 減 少 し ま す 。 ま

た 、 照 射 時 の 再 現 性 も 確 保 で き ま す 。  

 

 

１ ． 製 品 の 特 徴  

 

 

１ － １  固 定 性  

ヘ ッ ド ネ ッ ク サ ポ ー ト は 、 枕 プ レ ー ト に 貼 り 付 け 、 ベ ー

ス プ レ ー ト に 位 置 決 め さ れ ま す 。  

ま た 、 シ ェ ル は 固 定 ピ ン に 引 っ か け 、 サ イ ド ス ト ッ パ ー

・ ト ッ プ ス ト ッ パ ー で 固 定 さ れ ま す 。  

こ れ ら の 簡 単 な 操 作 に よ り 、 迅 速 か つ 精 度 よ く 患 者 を 固

定 す る こ と が で き ま す 。  

 

１ － ２  樹 脂 製  

ベ ー ス プ レ ー ト 等 の 主 要 部 品 は 強 度 ・ 耐 久 性 に 優 れ た ポ

リ ア セ タ ー ル 樹 脂 を 使 用 し て お り ま す 。  
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第 ２ 章   仕 様  

 

 

１ ． 装 置 各 部 名 称  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ベースプレート

②サイドプレート

③トッププレート

④サイドストッパー

⑤トップストッパー

⑥位置決めガイド

⑦ピンホルダー

⑧固定ピン

⑨枕プレート

⑩枕位置決め線

⑪ジョイント

①ベースプレート

②サイドプレート

③トッププレート

④サイドストッパー

⑤トップストッパー

⑥位置決めガイド

⑦ピンホルダー

⑧固定ピン

⑨枕プレート

⑩枕位置決め線

⑪ジョイント
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第 ３ 章   取 扱 方 法  

 

 

１ ． 操 作 の 前 に  

 

１ － １  安 全 作 業 の た め に  

安 全 な 作 業 を し て い た だ く た め に 、 必 ず 次 の 事 項 を お 守

り く だ さ い 。  

 

● 操 作 前 に 本 書 を 良 く お 読 み に な っ て 、 十 分 に ご 理

解 さ れ て か ら 作 業 を 始 め て く だ さ い 。  

 

● 放 射 線 下 で ご 使 用 に な る 場 合 、 通 常 環 境 下 に 比 べ

、 プ ラ ス チ ッ ク の 強 度 劣 化 が 著 し く な り ま す 。 ご 使

用 前 に は 製 品 に ひ び 割 れ 等 の 欠 陥 が 生 じ て い な い か

、 十 分 に ご 確 認 く だ さ い 。  

小 さ な 欠 陥 部 分 か ら 大 き な 破 損 に い た る 恐 れ が あ り

ま す 。  

ひ び 割 れ 等 の 欠 陥 が 見 つ か っ た 場 合 、 直 ち に ご 使 用

を 中 止 し 、 弊 社 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

 

警告
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２ ． 操 作 方 法  

 

● 操 作 前 に 固 定 ピ ン が 緩 ん で い な い か 確 認 し て く だ

さ い 。  

緩 ん で い る 場 合 は 、 増 し 締 め し て く だ さ い 。  

 

● 枕 及 び 枕 プ レ ー ト が 前 後 逆 に セ ッ ト さ れ て い な い

か 確 認 し て く だ さ い 。  

 

(1)ヘ ッ ド ネ ッ ク サ ポ ー ト を 枕 プ レ ー ト ⑨ に 両 面 テ ー プ 等 で 貼 り

付 け て 、 セ ッ ト し て く だ さ い 。  

ヘ ッ ド ネ ッ ク サ ポ ー ト に は 種 類 が あ り ま す の で 、 同 じ 記 号 の 枕 位

置 決 め 線 ⑩ に 合 わ せ て く だ さ い 。  

※ 枕 プ レ ー ト は 記 号 の つ い て い る 方 が ト ッ プ プ レ ー ト ③ 側 に な り

ま す 。  

(2)必 要 に 応 じ て 、 位 置 決 め ガ イ ド ⑥ を 使 い 、 本 プ レ ー ト と 天 板

の 位 置 決 め を 行 い ま す 。  

(3)患 者 を 静 か に 寝 か せ て く だ さ い 。  

(4)サ イ ド ス ト ッ パ ー ④ 及 び ト ッ プ ス ト ッ パ ー ⑤ を 開 い た 状 態 に

し て く だ さ い 。  

(5)患 者 に シ ェ ル を 被 せ 、 固 定 ピ ン ⑧ に は め て く だ さ い 。  

(6)サ イ ド ス ト ッ パ ー 及 び ト ッ プ ス ト ッ パ ー を し っ か り と 閉 じ て

く だ さ い 。  

(7)治 療 後 は 、 サ イ ド ス ト ッ パ ー 及 び ト ッ プ ス ト ッ パ ー を 開 い て

患 者 か ら シ ェ ル を 外 し て く だ さ い 。  

※ ジ ョ イ ン ト ⑪ は 頸 部 ・ 肩 プ レ ー ト (ESF-14)を 連 結 す る と き に 使

い ま す 。   

注意
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第 ４ 章   保 守 ・ 保 管  

 

 

１ ． 保 守  

 

(1)十 分 な 知 識 や 技 術 を 持 た ず に 整 備 を 行 わ な い で く だ さ い 。  

本 装 置 の 正 常 な 機 能 が 損 な わ れ る 恐 れ が あ り ま す 。 整 備 が 必 要 な

場 合 は 弊 社 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

 

(2)清 掃 す る 場 合 は 、 消 毒 用 ア ル コ ー ル を ご 使 用 く だ さ い 。  

シ ン ナ ー 等 の 有 機 溶 剤 を 使 用 さ れ る と 、 製 品 が 変 質 ・ 変 形 す る 恐

れ が あ り ま す 。  

 

 

２ ． 保 管 方 法  

 

(1)高 温 、 多 湿 、 直 射 日 光 を さ け て 、 水 平 な 場 所 で 保 管 し て く だ

さ い 。  

 


